
令和７年度グループホームなないろ 第１回 地域連携推進会議記録 

日時：令和７年12月 23日（火）11：00～12：30 

場所：グループホーム第2なないろ 

参加者：矢田部・添田・酒井・飯塚・委員の方々 

 

1．委員紹介 

 （任期はこの1回になります。） 

 ・おかだおんぱくの森保育園 施設長江田様 

・春日部特別支援学校進路主事 寺嶋様 

・利用者家族、ともに支える会役員 堀様 

・GHあおい利用者 會田様 

・GHなないろ利用者 石崎様 

 

2．はじめに（管理者挨拶・要旨説明） ＊資料あり 

 ＊管理者挨拶 

本部職員、GH統括管理者、相談支援の児童の計画相談、基幹相談員を行っています。 

本会議は、国から年1回に実施が今年度から義務付けられたことにより実施しています。障害者が暮らす

地域において、地域の人との関係づくり、地域とのつながりを通じて、日々の支援の質の向上につなげて

いくことを目的としています。 

 

 ＊要旨説明 

 ・スプリンクラーの設置義務について （なないろ義務、あおいなし） 

 ・第4、第5の＋はショートスティの人数 

 ・水光熱は1日あたり550円 

 ・月利用料は合計で約7万位になるが、年金でぎりぎりになってしまう。なないろは比較的安価となってい 

る。 

 ・第6は8人定員で3階建て。障害特性を考慮し、少人数で落ち着けるホームを目指している。 

  来年5月オープンを目指している。 

 ・重い障害の方を持つ方のホームは少なく、支援の必要性の低い軽い方対象の株式会社のホームが増えてき

ている。 

 ・春日部市においてはセルフプランが多い。1千人以上。相談を介さず、事業所とやり取りできるので、 

  株式会社が参入しやすくなったため、数も増えている。 

  今後仕組みづくりの再構築を検討していく。 

 

3．運営状況の説明（事業計画・中間総括） ＊資料あり 

  ・なないろとあおいがどうしてわかれているのか 

   あおいは自立している方が多く、間接的介助  なないろは直接的介助を必要とする方が多い 

  ・発達を支えていくことが支援の根幹となっている（保育、学校と同様） 

  ・説明者：飯塚、酒井 

 

4．利用者の様子（スライドショー） 

  ・第1は行動障害の方が多く、2人夜勤体制にしている 



  ・余暇の過ごし方は人それぞれ。何もしなくて良い時間の提供も大切にしている 

  ・できることは自分で行えるようにしている（洗濯物干し、食器洗いなど） 

  ・食事や掃除は地域の高齢の方が働いてくれている 

  ・訪問看護、訪問医療を入れている 

  ・防災フェスティバルに参加 

 

5．事業所内見学 

  実際に見学いただき、以下の感想や質問をいただいた。 

  

6．質疑応答 

 （江田様） 

 ・保育園と施設の違いを感じた。利用されている方も大人の方。想像していたより、部屋がきれいで、臭い

などもなかった。環境整備がされていた。以前の印象と違った。今日のように時間があれば、逆に保育園

にも来て欲しい。 

 （寺嶋様） 

 ・学校は 18歳まで。卒業後すぐに GH利用する方は少ないので、今日は勉強になりました。保護者の方の関

心は高い。日々の研修等が、サービスの質に繋がっていることが良く分かった。 

Q,遠方の施設に見学へ行く理由は？春日部にある、110の GHでは賄えない？ 

A,１１０か所の GHの多くが株式会社の運営。行動障害やなどの問題行動・リスクを抱えている方の入居に積

極的ではない。１１０という GHの数は＝力のある事業所というわけでもない現状。 

・昨年度見学した、京都の施設は、建築の学会で発表されるような取り組みをしてるところで、行動障害の

支援として環境設が有名で新棟の参考にしたかった。強度行動障害の方などの支援で、システムを作るこ

とで刺激を減らせるような環境を参考にするため。春日部の全ての GHを知っているわけではないが、あ

まり刷新ではない。 

 （堀様） 

 ・初めて第 3棟をしっかりと見学でき、作りや取り組みなど、それぞれの生活や取り組みがあることを実感

した。 

 （會田様） 

 ・あおいと多少違いがあった。 

 （石崎様） 

・第 2と第 3棟の見学をしたがみんな部屋がきれいだった。 


